
【課長表彰】

▽「長崎県立・大村市立一体型図書館及び大村市歴史資料館」
（仮称）電気工事（受注者＝一電設・関電設・共栄電気エ
ンジニアリング特定建設工事共同企業体）複数ある情報設
備（情報系統）を分かりやすく識別させるため、情報用（Ｌ
ＡＮ）コンセント・配線を統系ごとに色分けし、別途工事
による機器接続の効率化・誤接続防止を図るなど、開館後
の維持管理の施工性を向上させた

▽深堀団地（中耐）建築工事（Ｃ―７棟）（受注者＝大進・
あけぼの特定建設工事共同企業体）地域の小中学生が建設
（建築）業に興味・関心を持つ機会として現場体験型の見
学会を実施。将来を担う子供たちが興味・関心を持つ機会
を提供し、県営住宅建設工事への理解も深めた

▽県庁新別館大規模改修電気工事（受注者＝原口電気㈱）改
修工事の範囲が分かるようにカラーケーブルを使用し、既
存配線と区別できるようにした。ＯＡフロア内の隠ぺい部
分のコンセント・電話などの位置が分かるよう、床上にマ
ーカーを設置、移転時の入居者の机の配置を容易にした

【下請表彰】（「長崎県立・大村市立一体型図書館及び大村
市歴史資料館」（仮称）空調設備工事の元請けＪＶの下請）
▽（合同）ライネックス―現場作業の効率化と品質向上のた
め、冷温水配管のプレハブ化の計画実施に積極的に協力

▽㈲システム空調―閉架書庫エリア床開口作業で、根太など
への干渉を避けるためセンサーを使用して墨だしするな
ど、品質向上で積極的に貢献

▽㈲タカラ保温―機械室内のダクト有効面積を確保するため、
グラスウールダクト工法を採用する作業で積極的に協力

　
（
一
社
）
日
本
補
償
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
九
州

支
部
長
崎
県
部
会
（
鵜
殿

雅
彦
会
長
／
長
崎
総
合
鑑

定
㈱
）
は
７
日
、
大
村
Ｊ

ボ
ウ
ル
で
協
会
初
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
。
会

員

人
が
親
睦
を
深
め

た
。

　
冒
頭
、
鵜
殿
会
長
は
前

日
に
行
わ
れ
た
研
修
会
の

準
備
に
関
わ
っ
た
会
員
ら

へ
謝
辞
。
次
に
、
「
以
前

か
ら
県
部
会
で
は
、
泊
り

が
け
の
山
登
り
や
技
術
者

ら
の
懇
親
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
広
く
参
加
で
き

る
催
し
物
を
し
た
い

と
常
々
思
っ
て
い
ま

し
た
。
本
日
は
、
会

社
優
勝
・
個
人
優
勝

な
ど
様
々
な
賞
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
け

が
の
無
い
よ
う
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と

初
開
催
へ
の
思
い
を

語
っ
た
。

　
大
会
は
、
企
業
別

に

チ
ー
ム
が
２
ゲ
ー
ム

制
で
競
い
合
い
、
ゲ
ー
ム

開
始
直
後
か
ら
各
レ
ー
ン

で
は
歓
声
が
溢
れ
た
。
ス

ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
で
は

ハ
イ
タ
ッ
チ
が
飛
び
交

い
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

笑
顔
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
鵜
殿
会

長
が
受
賞
者
に
賞
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
た
。
団
体

で
は
、
県
北
土
地
開
発
㈱

チ
ー
ム
が
優
勝
。
個
人
で

は
、
長
崎
総
合
鑑
定
㈱
チ

ー
ム
の
小
林
健
一
郎
氏
が

１
位
を
飾
っ
た
。
優
勝
者

に
は
、
実
行
委
員
長
の
西

平
勇
氏
（
㈱
上
田
測
量
設

計
）
が
制
作
し
た
ト
ロ
フ

ィ
ー
も
与
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
飛
び
賞
や
ブ
ー
ビ
ー

賞
な
ど
も
用
意
さ
れ
、
受

賞
者
ら
は
照
れ
な
が
ら
も

笑
顔
で
記
念
品
を
受
け
取

っ
た
。

　
同
協
会
総
務
広
報
委
員

会
の
馬
場
武
司
委
員
長

（
㈱
重
野
設
計
事
務
所
）

は
、
「
私
も
久
し
ぶ
り
に

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た

が
、
年
配
者
に
は
も
う
少

し
救
済
処
置
が
必
要
で
は

…
」
と
笑
い
を
誘
っ
た
。

続
け
て
、
「
来
年
に
向
け

て
、
賞
品
な
ど
工
夫
で
き

れ
ば
も
っ
と
盛
り
上
が
る

と
感
じ
ま
し
た
。
本
日
は

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
」

と
述
べ
、
会
員
ら
の
拍
手

で
幕
を
閉
じ
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
、

団
体
ス
コ
ア
は

２
ゲ
ー
ム
の
平

均
点
）。

【
団
体
戦
】

　
▽
１
位
―
県

北
土
地
開
発
㈱

チ
ー
ム
（
１
３

７
点
）

　
▽
２
位
―
長

崎
総
合
鑑
定
チ

ー
ム
（
１
２
７

点
）

　
▽
３
位
―
㈱

上
田
測
量
設
計

チ
ー
ム
（
１
１

７
点
）

【
個
人
戦
】

　
▽
１
位
―
小
林
健
一
郎

（
長
崎
総
合
鑑
定
㈱
チ
ー

ム
）
３
５
２
点

　
▽
２
位
―
谷
口
美
香

（
西
日
本
開
発
㈱
チ
ー
ム
）

３
１
１
点

　
▽
３
位
―
本
村
一
晃

（
㈱
上
田
測
量
設
計
チ
ー

ム
）
３
０
７
点

　
県
福
祉
保
健
課
は
『
長

崎
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

表
彰
』
（
仮
称
）
を
創
設

し
た
い
考
え
だ
。
今
後
関

係
部
局
と
協
議
を
進
め
、

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
て
関
係
予
算
の
計
上
を

目
指
す
。
９
日
に
開
か
れ

た
長
崎
県
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
で
説
明

し
た
。

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
も
の
を
表
彰
し
、
今

後
の
活
動
を
推
奨
す
る
こ

と
が
目
的
。
表
彰
対
象
は

「
施
設
」
「
活
動
・
取
り

組
み
」
「
そ
の
他
」
の
３

分
野
を
想
定
。
こ
の
う
ち

施
設
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
が
安
全
・
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
さ

れ
た
施
設
の
整
備
や
導
入

が
対
象
で
、
▽
長
崎
県
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

基
準
を
満
た
し
、
適
合
証

を
取
得
し
て
い
る
公
共
的

施
設
（
病
院
、
百
貨
店
、

社
会
福
祉
施
設
、
銀
行
、

道
路
、
公
園
、
そ
の
他
多

数
の
利
用
に
供
す
る
施

設
）
▽
利
用
者
に
配
慮
し

た
企
画
を
備
え
た
公
共
車

両
な
ど
（
鉄
道
車
両
、
自

動
車
、
船
舶
な
ど
）
―
と

す
る
見
通
し
。

　
応
募
資
格
は
、
県
内
に

在
住
ま
た
は
事
業
所
（
拠

点
）
を
有
す
る
個
人
・
団

体
・
企
業
。
自
薦
・
他
薦

問
わ
ず
誰
で
も
応
募
可
能

と
す
る
考
え
だ
。

　
県
土
木
部
の
営
繕
課
と

建
築
課
は
９
日
、
２
０
１

９
年
度
・
建
築
関
係
優
秀

工
事
課
長
表
彰
の
表
彰
式

を
県
庁
舎
で
開
催
。
平
松

彰
営
繕
課
長
が
、
受
賞
工

事
の
施
工
企
業
の
代
表
者

や
担
当
技
術
者
ひ
と
り
ひ

と
り
に
、
表
彰
状
や
記
念

の
バ
ッ
ジ
を
手
渡
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
営
繕
課

が
発
注
し
た
工
事
の
う

ち
、
他
の
模
範
に
な
る
優

れ
た
施
工
を
し
た
企
業
を

表
彰
す
る
こ
と
で
、
県
内

の
建
築
業
界
の
技
量
向
上

を
目
指
し
た
も
の
。

回

目
と
な
る
今
回
は
、
前
年

度
に
完
成
し
た
工
事
の
う

ち
、
特
に
優
秀
だ
っ
た
３

工
事
を
施
工
し
た
６
社

と
、
優
秀
工
事
知
事
表
彰

受
賞
工
事
の
下
請
け
業
者

の
う
ち
、
特
に
優
秀
だ
っ

た
３
者
を
表
彰
し
た
。

　
式
典
の
冒
頭
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
三
原
真
治
建

築
課
長
は
、受
賞
者
を「
優

れ
た
技
術
力
と
並
々
な
ら

ぬ
努
力
を
評
価
さ
れ
た
方

々
。
日
ご
ろ
の
精
進
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と

称
え
た
。
そ
の
上
で
「
今

後
も
、
各
地
域
の
建
築
業

界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

技
術
の
向
上
や
適
切
な
施

工
管
理
に
尽
力
い
た
だ

き
、
本
県
の
建
築
・
住
宅

行
政
の
推
進
に
一
層
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

期
待
。
ま
た
、
強
靭
な
県

土
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

一
方
で
、
建
設
業
の
担
い

手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
現

状
に
触
れ
「
担
い
手
の
確

保
・
育
成
に
は
、
働
き
方

改
革
を
加
速
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
皆
様
の
果
た
す

役
割
は
大
変
重
要
」
と
述

べ
、
受
賞
者
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
求
め
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
た
謝

辞
で
は
、
㈲
一
電
設
の
柴

田
順
一
社
長
が
登
壇
。
今

回
の
受
賞
に
当
た
り
、
発

注
者
や
地
域
住
民
な
ど
の

工
事
関
係
者
に
深
く
感
謝

し
た
上
で
、
「
業
界
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
、
技
術
と
経
営
に
優
れ

た
企
業
と
し
て
存
続
を
図

る
べ
く
、
技
術
力
向
上
・

労
災
防
止
・
環
境
配
慮
・

施
工
技
術
の
開
発
・
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
、
各
社

真
摯
な
努
力
を
続
け
て
い

る
。
本
日
の
受
賞
は
、
こ

れ
ら
の
努
力
が
報
わ
れ
た

証
明
。
受
賞
の
感
激
を
心

に
刻
み
、
新
し
い
時
代
に

対
応
で
き
る
技
術
を
習
得

し
、
優
れ
た
企
業
と
し
て

成
長
す
べ
く
努
力
し
ま

す
」
と
決
意
し
、
関
係
者

に
対
し
一
層
の
指
導
・
鞭

撻
を
求
め
た
。

　
※
受
賞
工
事
と
受
賞
理

由
は
上
記
に
掲
載


